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自己と他者を表象する
神経メカニズム
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私たちは日々何気なく、社会の中で生活し他者と協力しながら生きています

が、この一連の行動の過程には極めて複雑な脳機能を見出すことができます。

たとえば、「苦手な相手に近づかない」という行動の時には、感覚情報を基

に他者を認識し、海馬に貯蔵されている社会性記憶を想起し、情動回路の活

動が活性化された後、忌避行動の神経回路へと情報が伝達されています。今

回のセミナーの中では、社会性記憶を貯蔵する「海馬」と、他者に対しての

共感性を司る「前野前頭」に注目しながら、自己と他者を表象する神経メカ

ニズムについての私たちの最近の研究成果をお話ししたいと思います。
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